(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：特別支援教育費　目：学校建設費
	事業名:　飛騨北部特別支援学校（仮称）施設整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
教育委員会 特別支援教育課 特別支援学校整備担当　電話番号：058-272-1111（内3555）

E-mail：c17783@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：710,742千円（前年度予算額：40,310千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　障がいのある児童・生徒数の増加等による施設の狭隘化の解消を図るとともに、一人一人の教育的ニーズに応じた教育を充実するための環境づくりを進めるため、特別支援学校の整備を推進する。

○平成25年4月開校に向け、飛騨市に特別支援学校を新設整備する。
（概要等）

　　所在地：飛騨市古川町片原町（古川小学校敷地内）

　　児童生徒数見込み：30人（7学級）
　　　建物概要：校舎（２階建、Ｓ造、延床面積1,760㎡）、体育館（392㎡）、
バスヤードの新築
・普通教室9室、特別教室5室等

　　
	２　所要経費


1 工事請負費　　　　690,000千円
2 工事監理費　　　　 19,220千円
3 手数料　　      　    142千円

4 事務費　　　　　　　1,380千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　３ 障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる

　　・地域の特別支援教育の核となる特別支援学校の整備を推進する。
	２　これまでの取組状況


○子どもかがやきプランに基づき、特別支援学校の整備を行った。
Ｈ２０　岐阜本巣特別支援学校、海津特別支援学校の開校

Ｈ２１　揖斐特別支援学校、飛騨特別支援学校下呂分校の開校

Ｈ２２　恵那特別支援学校を恵那市岩村町に移転開校

Ｈ２３　可茂特別支援学校の開校
	３　これまでの取組に対する評価


○特別支援学校の整備については、上記６校を開校し地域で学ぶ環境を整えた。今後も「子どもかがやきプラン」に基づき、着実に事業を推進していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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	事業費
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